
職
員
安
否
参
集
確
認
シ
ス
テ
ム
を

使
っ
た
訓
練
に
つ
い
て
問
う
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日
本
共
産
党
は
日
米
安
保
条
約

を
廃
棄
後
、
自
衛
隊
を
な
く
す
国

民
的
合
意
が
成
熟
し
て
初
め
て
憲

法
９
条
の
完
全
実
施
に
向
け
て
の

措
置
を
考
え
て
い
ま
す
。
災
害
救

援
で
頑
張
っ
て
い
る
自
衛
隊
員
が

い
る
一
方
で
、
米
軍
と
一
緒
に
軍

事
演
習
に
参
加
あ
る
い
は
海
外
で

の
武
器
使
用
を
伴
う
駆
け
つ
け
警

護
の
任
務
で
派
遣
さ
れ
る
自
衛
隊

員
も
い
ま
す
。

　

市
内
中
学
校
の
う
ち
１
校
で
は
、

海
上
自
衛
隊
横
須
賀
基
地
で
職
場

体
験
学
習
を
し
て
い
る
と
の
こ
と

で
す
が
、
こ
う
い
っ
た
自
衛
隊
で

の
職
場
体
験
が
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
諸
条

約
に
抵
触
す
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
正
式
な
名
称
は
、
１

９
４
９
年
８
月
12
日
の
ジ
ュ
ネ
ー

ブ
諸
条
約
の
非
国
際
的
な
武
力
紛

争
の
犠
牲
者
の
保
護
に
関
す
る
追

加
議
定
書
で
、
議
定
書
の
第
４
条

第
３
項
で
は
、
非
国
際
的
武
力
紛

争
に
お
け
る
15
歳
未
満
の
児
童
の

徴
募
お
よ
び
敵
対
行
為
へ
の
参
加

の
禁
止
を
定
め
て
い
ま
す
。
敵
対

行
為
に
は
準
備
行
為
や
威
嚇
・
脅

迫
行
為
な
ど
も
含
ま
れ
ま
す
。
職

場
体
験
で
の
自
衛
隊
勧
誘
は
ル
ー

ル
違
反
で
あ
り
、
中
学
生
以
下
を

自
衛
隊
で
職
場
体
験
さ
せ
る
こ
と

は
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
諸
条
約
の
規
定

に
抵
触
す
る
と
考
え
ま
す
が
、
見

解
を
伺
い
ま
す
。

　

教
育
長　

自
衛
隊
も
一
つ
の
事

業
所
と
捉
え
て
お
り
、
ジ
ュ
ネ
ー

ブ
諸
条
約
に
抵
触
す
る
と
は
考
え

て
い
ま
せ
ん
。

　

私
は
か
ね
て
か
ら
、
市
民
が
英

語
に
触
れ
合
い
学
ぶ
た
め
、
キ
ャ

ン
プ
座
間
の
存
在
を
有
効
に
活
用

す
る
こ
と
の
必
要
性
を
感
じ
て
い

ま
し
た
。

　

現
在
、
本
市
で
は
、
座
間
市
国

際
交
流
協
会
で
一
定
の
交
流
事
業

が
行
わ
れ
て
お
り
、
在
日
米
陸
軍

軍
楽
隊
に
よ
る
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン

サ
ー
ト
な
ど
が
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

市
民
交
流
と
英
語
を
学
ぶ
機
会

を
創
出
し
て
い
く
こ
と
は
、
ま
さ

し
く
座
間
の
魅
力
と
し
て
の
シ
テ

ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
一
事
業
と

言
え
る
と
思
い
ま
す
が
、
市
長
の

実
現
へ
の
積
極
的
な
姿
勢
を
お
示

し
く
だ
さ
い
。

　

市
長　

我
が
街
座
間
に
は
ア
メ

リ
カ
の
人
も
い
ま
す
。
第
一
の
資

　

大
塚
本
町
交
差
点
及
び
県
道
42

号
藤
沢
座
間
厚
木
線
の
渋
滞
対
策

に
つ
い
て
で
す
が
、
旧
Ｎ
Ｔ
Ｔ
社

宅
跡
地
に
大
規
模
小
売
店
が
こ
の

秋
に
出
店
予
定
で
、
こ
の
あ
た
り

一
帯
の
人
や
車
の
流
れ
が
大
き
く

変
わ
る
も
の
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

渋
滞
に
拍
車
が
か
か
り
、
迂
回
を

す
る
た
め
の
生
活
道
路
へ
の
車
の

侵
入
も
懸
念
さ
れ
、
周
辺
へ
の
影

響
も
心
配
で
す
。
先
日
行
わ
れ
た

出
店
計
画
に
伴
う
地
元
説
明
会
で

は
、
周
辺
に
お
住
ま
い
の
多
く
の

方
々
か
ら
生
活
道
路
へ
の
侵
入
や

県
道
の
さ
ら
な
る
渋
滞
へ
の
懸
念

が
事
業
者
に
対
し
て
質
問
と
し
て

投
げ
か
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
本

市
と
し
て
の
交
通
安
全
対
策
を
含

め
経
過
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

都
市
部
長　

大
塚
本
町
交
差
点

及
び
県
道
42
号
の
安
全
対
策
は
、

本
市
を
含
め
た
４
自
治
体
の
勉
強

会
の
中
で
、
大
塚
本
町
の
暫
定
的

な
交
通
安
全
対
策
の
検
討
の
進
め

方
が
確
認
さ
れ
、
平
成
29
年
度
に

暫
定
整
備
に
向
け
た
測
量
調
査
を

行
う
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
海

老
名
市
の
道
路
管
理
者
に
は
信
号

現
示
等
の
改
良
に
つ
い
て
話
し
ま

し
た
が
、
勉
強
会
の
中
で
交
差
点

の
暫
定
的
な
改
善
方
法
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
く
と
の
意
向
で
し
た
。

大
規
模
小
売
店
の
出
店
に
伴
う
歩

行
者
等
の
安
全
確
保
に
つ
い
て
は
、

道
路
管
理
者
と
し
て
、
開
発
事
業

者
に
対
し
て
、
交
通
安
全
対
策
と

し
て
良
好
な
見
通
し
が
確
保
で
き

る
よ
う
指
導
し
て
い
ま
す
。

キ
ャ
ン
プ
座
間
と
交
流
を
持
っ
て

学
ぶ
事
業
に
つ
い
て

　

市
内
に
は
人
の
住
ん
で
い
る
気

配
が
な
い
、
雑
草
が
生
い
茂
り
人

の
手
が
加
え
ら
れ
て
い
な
い
な
ど

の
空
き
家
が
多
く
あ
り
ま
す
が
、

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
構
築
し
て
、
関

係
部
局
と
の
情
報
共
有
を
図
る
こ

と
で
空
き
家
等
の
問
題
解
決
が
大

き
く
進
む
も
の
と
考
え
ま
す
が
、

見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

次
に
、
木
造
住
宅
の
耐
震
化
の

推
進
に
つ
い
て
、
木
造
住
宅
耐
震

相
談
を
多
く
の
方
が
受
け
て
も
耐

　

今
年
も
座
間
市
い
っ
せ
い
防
災

行
動
訓
練
が
実
施
さ
れ
、
職
員
安

否
参
集
確
認
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
た

参
集
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、

そ
の
際
行
わ
れ
た
職
員
ア
ン
ケ
ー

ト
の
結
果
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、
私
は
参
集
訓
練
よ
り
も
、

ま
ず
は
職
員
の
家
族
を
含
め
て
の

安
否
確
認
が
重
要
と
考
え
ま
す
。

大
地
震
が
起
き
た
時
に
は
、
職
員

も
市
民
と
同
様
に
被
災
者
に
な
り

ま
す
。
自
宅
に
い
る
場
合
に
は
、

ま
ず
は
自
分
と
家
族
の
身
の
安
全
、

そ
の
状
況
を
報
告
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
ま
す
。
ぜ
ひ
そ
の

よ
う
な
意
識
で
職
員
に
は
訓
練
に

臨
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
ま

す
が
、
当
局
の
所
見
を
伺
い
ま
す
。

　

市
長
室
長　

職
員
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
、
参
集
訓
練
に
対
し
て
必
要

性
を
感
じ
な
い
と
い
う
回
答
も
あ

り
ま
し
た
が
、理
由
と
し
て
は「
必

ず
一
回
は
訓
練
す
べ
き
だ
が
、
一

度
行
え
ば
参
集
時
の
イ
メ
ー
ジ
を

つ
か
め
る
た
め
毎
年
の
訓
練
は
必

要
な
い
」、「
主
に
徒
歩
通
勤
者
は

ふ
だ
ん
と
経
路
が
同
じ
た
め
、
日

ご
ろ
か
ら
注
意
し
て
い
れ
ば
毎
年

の
訓
練
は
必
要
な
い
」
な
ど
で
訓

練
自
体
を
否
定
す
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

職
員
の
安
否
確
認
も
含
め
、
今

後
は
市
民
の
身
体
、
生
命
及
び
財

産
の
保
護
が
、
災
害
時
に
お
け
る

我
々
地
方
公
務
員
の
最
大
の
責
務

で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
認
識
す
る

よ
う
、
研
修
、
訓
練
手
法
を
工
夫

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

大
塚
本
町
交
差
点
及
び
県
道
42
号
の

安
全
対
策
に
つ
い
て
問
う

　

経
済
産
業
省
の
中
小
企
業
白
書

に
よ
る
と
、
中
小
企
業
数
は
、
こ

の
10
年
間
で
約
47
万
３
千
社
減
少

し
て
い
ま
す
。
こ
の
10
年
は
リ
ー

マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
を
契
機
と
し
た
世

界
的
な
景
気
の
失
速
か
ら
、
国
際

的
に
も
国
内
的
に
も
、
ご
く
一
部

の
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
は
法
外
な
収

益
を
上
げ
て
い
る
も
の
の
、
日
本

の
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
現
状
を
見
て

も
、
実
体
経
済
へ
の
波
及
は
依
然

空
き
家
問
題
と

木
造
住
宅
耐
震
化
の
推
進
に
つ
い
て

源
と
な
り
ま
す
が
、
今
は
国
際
化

が
進
む
中
で
、
市
内
の
公
立
小
学

校
、
中
学
校
で
も
外
国
籍
の
子
供

た
ち
が
多
く
い
ま
す
。
米
国
と
い

う
こ
と
に
と
ど
ま
ら
ず
、
世
界
各

国
か
ら
来
て
、
そ
し
て
在
住
し
て

い
る
皆
さ
ん
と
分
け
隔
て
な
く
交

流
を
し
、
お
互
い
意
思
疎
通
を
図

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
際
感
覚
と

い
う
も
の
が
す
っ
か
り
醸
成
さ
れ

る
と
思
い
ま
す
し
、
国
際
交
流
協

会
等
の
事
業
等
も
通
し
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
形
で
子
供
た
ち
の
国
際
感

覚
が
醸
成
で
き
る
よ
う
な
取
り
組

み
を
い
ろ
い
ろ
と
広
げ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
前
向
き
に
、
積
極
的
に

対
応
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

震
改
修
工
事
が
で
き
な
い
の
は
、

工
期
や
大
き
な
金
額
の
負
担
が
理

由
と
考
え
ま
す
。
耐
震
シ
ェ
ル
タ

ー
や
防
災
ベ
ッ
ド
な
ど
の
選
択
肢

を
増
や
す
こ
と
が
耐
震
補
強
の
推

進
に
有
効
と
考
え
ま
す
が
、
見
解

を
伺
い
ま
す
。

　

市
民
部
長　

現
在
、
空
き
家
情

報
は
書
面
で
管
理
し
て
い
ま
す
が
、

今
後
は
、
情
報
の
整
理
、
分
析
、

抽
出
な
ど
一
層
の
利
活
用
が
で
き

る
よ
う
に
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
を
図

っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
電
子
化
に

つ
い
て
は
、
利
活
用
に
係
る
要
請

や
情
報
資
産
及
び
庁
内
環
境
等
を

踏
ま
え
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に

配
慮
し
移
行
し
て
い
き
ま
す
。

　

都
市
部
長　

耐
震
診
断
の
申
し

込
み
や
改
修
計
画
書
の
作
成
の
時

点
な
ど
に
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
や
防

災
ベ
ッ
ド
の
情
報
も
提
供
し
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
建
物
所
有
者
か

ら
の
要
望
や
他
市
の
状
況
な
ど
を

参
考
に
し
て
、
耐
震
に
向
け
た
一

つ
の
手
法
と
し
て
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

（
５
面
へ
続
く
）

２
・
16
・
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

・
議
会
報
告
会
開
催
委
員
会

　
　

23
・
第
１
回
定
例
会
本
会
議

　
　

24
・
第
１
回
定
例
会
本
会
議

　
　
　

・
予
算
決
算
常
任
委
員
会　

３
・
３
・
第
１
回
定
例
会
本
会
議

　
　

６
・
第
１
回
定
例
会
本
会
議

　
　

７
・
第
１
回
定
例
会
本
会
議

　
　
　

・
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　
　

８
・
企
画
総
務
分
科
会

　
　

９
・
民
生
教
育
分
科
会

　
　

13
・
都
市
環
境
分
科
会

　
　

14
・
企
画
総
務
常
任
委
員
会

　
　
　

・
企
画
総
務
分
科
会

　
　

15
・
民
生
教
育
常
任
委
員
会

　
　
　

・
民
生
教
育
分
科
会

　
　
　

・
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　
　

16
・
都
市
環
境
常
任
委
員
会

　
　
　

・
都
市
環
境
分
科
会

　
　

17
・
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　
　

21
・
予
算
決
算
常
任
委
員
会

　
　

22
・
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

・
議
会
報
告
会
開
催
委
員
会

　
　

24
・
第
１
回
定
例
会
本
会
議

　
　
　

・
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　
　

28
・
神
奈
川
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
議
会
第
１
回

定
例
会

　
　

29
・
高
座
清
掃
施
設
組
合
議
会

第
１
回
定
例
会

熊
切　

和
人　
議
員
《
自
民
党
・
い
さ
ま
》

髙
波　

貴
志　
議
員
《
自
民
党
・
い
さ
ま
》

加
藤　

学　
議
員
《
公
明
党
》

沖
本　

浩
二　
議
員
《
ざ
ま
大
志
会
》

自
衛
隊
で
職
場
体
験
　
ジ
ュ
ネ
ー
ブ

諸
条
約
に
抵
触
し
な
い
か

守
谷　

浩
一　
議
員
《
日
本
共
産
党
》

中
小
企
業
振
興
基
本
条
例
を

制
定
す
べ
き

沖
永　

明
久　
議
員
《
会
派
に
属
さ
な
い
議
員
》


